
東京都の米空軍横田基地に
10月1日、空軍版の垂直離

着陸輸送機「eV22オスプレ

イ」5機が正式配備された。

2024年ごろまでに10機に

なるという。だが、正式配備

前からCV22は我が物顔で

飛行を繰り返し、周辺自治体

や住民を戸惑わせている。
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オ
ス
プ
し
　
っ
の
配
備
は
、
海

兵
隊
版
の
「
M
V
2
2
オ
ス
プ
レ

イ
」
2
4
機
が
配
備
さ
れ
た
沖
縄

の
米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
に
続

い
て
2
カ
所
日
だ
。

ま
た
陸
上
自
衛
隊
が
導
入
す

る
オ
ス
プ
レ
イ
5
機
は
佐
賀
空

港
へ
の
配
備
が
進
ま
ず
、
千
葉

県
の
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯

地
に
や
っ
て
く
る
。
予
定
し
た

今
秋
の
配
備
は
延
期
さ
れ
た
も

の
の
、
1
7
機
ま
で
増
え
る
た
め
、

合
計
し
て
2
7
機
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
首
都
圏
を
飛
び
回
る
可
能
性

が、ある。
防
衛
省
は
1
5
年
日
月
、
C
V

2
2
の
国
内
訓
練
空
域
に
つ
い

て
、
束
富
士
演
習
場
（
静
岡
県
）
、

H
（
ホ
テ
ル
）
地
区
、
三
沢
対

地
射
爆
撃
場
（
青
森
県
）
、
沖

縄
の
訓
練
場
と
発
表
し
た
。
ホ

テ
ル
地
区
の
下
に
は
群
馬
を
中

心
に
、
長
野
、
栃
木
、
新
潟
、

福
島
5
県
の
5
3
自
治
体
が
あ

る
。
人
々
の
生
活
の
場
の
真
上

が
訓
練
場
な
の
だ
。

こ
れ
と
は
別
に
米
軍
は
1
2
年

5
月
、
M
V
2
2
の
普
天
間
配
備

に
際
し
て
、
東
北
か
ら
関
東
、

四
国
、
九
州
、
南
西
諸
島
へ
と

延
び
る
六
つ
の
低
空
飛
行
訓
練

ル
ー
ト
が
存
在
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
ち
ら
は
政
府
が
提
供
し

た
訓
練
空
域
で
は
な
く
、
米
軍

が
一
方
的
に
「
ル
ー
ト
」
と
名

付
け
、
勝
手
に
飛
び
回
る
。

日
本
政
府
は
抗
議
す
る
ど
こ

ろ
か
、
提
供
施
設
外
で
行
な
う

低
空
飛
行
訓
練
を
ほ
ぼ
無
原
則

に
認
め
て
い
る
。
C
V
2
2
の
横

田
配
備
を
き
っ
か
け
に
米
軍
の

や
り
た
い
放
題
が
広
が
り
、
日

本
の
空
域
全
体
が
無
法
状
態
に

陥
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

横
田
基
地
周
辺
の

人
口
は
約
5
0
万
人

そ
の
後
候
は
現
れ
て
い
る
。

C
V
2
2
は
今
年
4
月
、
初
め
て

横
田
基
地
に
飛
来
。
5
機
の
う

ち
の
2
機
が
7
月
2
日
、
事
前

通
告
も
な
い
ま
ま
埼
玉
県
所
沢

市
の
米
軍
所
沢
通
信
基
地
に
着

陸
。
同
月
1
7
、
1
8
両
日
に
は
茨

城
県
常
陸
大
宮
市
の
市
街
地
上

空
に
2
機
が
突
然
、
飛
来
し
、

窓
ガ
ラ
ス
が
振
動
す
る
ほ
ど
の
l

低
空
飛
行
を
繰
り
返
し
た
。

最
大
の
被
害
者
は
横
田
基
地

周
辺
の
住
民
で
あ
る
。
米
軍
は

日
本
政
府
に
対
し
、
C
V
2
2
は

離
着
陸
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
、

物
資
投
下
、
編
隊
飛
行
、
夜
間

飛
行
の
各
訓
練
を
行
な
う
と
通

告
し
て
い
る
。

横
田
基
地
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
は
1
2
年
1
月
、
米

ア
ラ
ス
カ
州
か
ら
や
っ
て
き
た

陸
軍
兵
士
約
1
0
0
人
が
C
1

3
0
輸
送
機
か
ら
降
下
し
た
の

を
皮
切
り
に
頻
繁
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
年
間
延
べ
1

0
0
0
人
前
後
の
兵
士
が
横
田

基
地
に
降
り
立
つ
よ
う
に
な
っ

た。
昨
年
日
月
の
訓
練
で
は
、
輸

送
機
か
ら
投
下
さ
れ
た
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
か
ら
箱
状
の
物
資
が
外

れ
て
基
地
内
に
落
下
。
今
年
4

月
に
は
、
羽
村
市
の
市
立
羽
村

第
三
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
一
部
が
落

下
し
た
。
基
地
周
辺
の
人
口
は
約
5
0
万

人
に
の
ぼ
り
、
滑
走
路
の
中
心

か
ら
半
径
3
キ
ロ
強
の
範
囲
に

小
中
学
校
な
ど
3
4
の
学
校
が
存

在
す
る
。
そ
ん
な
人
口
密
集
地

域
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
が
行

な
わ
れ
、
C
V
2
2
の
飛
行
が
始

ま
る
の
た
。
い
ず
れ
大
事
故
が

発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
住

耐共／供提

民
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
。

横
田
基
地

固
定
化
の
恐
れ

M
V
2
2
の
1
0
万
飛
行
時
間
当

た
り
の
ク
ラ
ス
A
（
被
害
が
2

0
0
万
ド
ル
以
上
か
、
死
者
の

出
た
事
故
）
　
の
事
故
率
は
3
・

2
4
で
海
兵
隊
保
有
の
航
空
機
の

中
で
も
っ
と
も
高
い
。
し
か
し
、

C
V
2
2
は
そ
れ
よ
り
高
い
4
・

0
5
で
あ
る
。

空
軍
版
と
海
兵
隊
版
で
は
機

体
の
基
本
構
造
に
違
い
は
な
い

が
、
C
V
2
2
は
特
殊
部
隊
を
空

輸
す
る
役
割
が
あ
り
、
地
形
に

沿
っ
て
舐
め
る
よ
う
に
低
空
を

飛
ぶ
危
険
な
訓
練
を
行
な
う
の

が
特
徴
だ
。

米
軍
は
当
初
、
空
輸
対
象
と

な
る
第
3
2
0
特
殊
戦
術
中
隊

が
常
駐
す
る
沖
縄
の
米
空
軍
嘉

手
納
基
地
へ
の
配
備
を
計
画
し

た
。
し
か
し
、
沖
縄
の
強
い
反

対
を
押
し
切
っ
て
普
天
間
基
地

へ
M
V
2
2
を
配
備
し
た
こ
と
も

あ
り
、
本
土
に
あ
る
空
軍
基
地

の
横
田
を
選
定
し
た
。

「
本
土
の
沖
縄
化
」
の
始
ま
り

で
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
地

域
で
あ
れ
、
基
地
負
担
が
小
さ

く
な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

す
る
の
が
政
府
の
責
務
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
C
V
2
2
が
横
浜
港
に
陸
揚

げ
さ
れ
る
よ
り
前
に
連
絡
を
受

け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
軍
か
ら
「
輸
送
船
が
横
浜
に

つ
く
ま
で
非
公
表
と
す
る
よ
う

に
」
と
厳
命
さ
れ
る
と
こ
れ
に

従
い
、
C
V
2
2
の
横
田
配
備
も

日
米
両
政
府
に
よ
る
「
事
前
協

議
」
が
必
要
な
「
大
規
模
な
部

隊
・
装
備
の
変
更
」
と
み
な
す

こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
た
。
情
け
な
い
ほ
ど
米
政
府

の
言
い
な
り
な
の
だ
。

米
軍
に
と
っ
て
、
C
V
2
2
横
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も

田
配
備
の
意
味
は
、
東
京
ド
ー

ム
約
1
5
0
個
分
と
い
う
広
大

な
敷
地
に
1
4
機
の
C
1
3
0
輸

送
機
を
保
有
す
る
第
3
7
4
空

輸
航
空
団
し
か
な
く
、
い
つ
で

も
日
本
側
か
ら
基
地
返
還
も
し

く
は
軍
民
共
用
化
を
求
め
ら
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
横
田
基

地
の
固
定
化
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。
横
田
基
地
が
残
れ
ば
、
横
田

基
地
管
制
空
域
（
横
田
ラ
プ
コ

ン
）
も
存
続
す
る
。
横
田
ラ
プ

コ
ン
は
東
京
、
栃
木
、
辞
馬
、

埼
玉
、
神
奈
川
、
新
潟
、
山
梨
、

長
野
、
静
岡
の
1
都
8
県
の
上

空
に
広
が
る
米
軍
の
管
制
空
域

の
こ
と
で
、
民
間
航
空
機
に
と

っ
て
日
に
見
え
な
い
障
害
物
と

し
て
立
ち
は
だ
か
り
、
航
空
機

同
士
の
ニ
ア
ミ
ス
や
羽
田
空
港

の
ハ
ブ
空
港
化
を
阻
害
す
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

他
国
よ
り
劣
る

日
米
地
位
協
定

首
都
に
巨
大
な
米
軍
基
地
と

米
軍
の
管
制
空
域
が
広
が
る
日

本
は
ま
と
も
な
主
権
国
家
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
。
米
軍
は
日
米

地
位
協
定
に
守
ら
れ
、
基
地
や

空
域
を
排
他
的
に
支
配
す
る
。

こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
関
係
に

つ
い
て
、
日
本
の
外
務
省
は
「
国

除
法
の
原
則
」
と
説
明
し
て
き

た。
と
こ
ろ
が
、
米
軍
の
事
件
・

事
故
帝
悩
ま
さ
れ
て
き
た
沖
縄

県
が
米
軍
基
地
を
抱
え
る
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
両
国
の
地
位
協

定
に
つ
い
て
、
今
年
、
両
国
へ

出
向
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
日
本

の
法
律
が
米
軍
人
や
軍
属
に
原

則
と
し
て
適
用
さ
れ
な
い
日
本

と
異
な
り
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ

ア
で
は
米
軍
人
や
軍
属
に
対
し

て
ド
イ
ツ
国
内
法
と
イ
タ
リ
ア

国
内
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

米
側
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
日

本
政
府
や
地
元
自
治
体
が
立
ち

入
れ
な
い
米
軍
基
地
に
つ
い
て

も
、
ド
イ
ツ
で
は
立
ち
入
り
に

事
前
申
請
が
不
要
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
で
は
イ
タ

リ
ア
車
が
基
地
を
管
理
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
に
は
騒
音
の
軽
減
や
飛

行
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
協
議

機
関
は
存
在
し
な
い
が
、
ド
イ

ツ
の
場
合
、
周
辺
自
治
体
と
米

軍
と
の
間
に
騒
音
軽
減
委
員
会

が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
で
は
州
レ

ベ
ル
で
米
軍
と
の
間
に
地
域
委

員
会
が
あ
り
、
飛
行
ル
ー
ト
の

変
更
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
両
国
は

日
本
と
ま
っ
た
く
異
な
る
内
容

の
地
位
協
定
を
米
国
と
の
間
で

締
結
し
て
い
る
の
だ
。
今
年
8

月
、
全
国
知
事
会
は
初
め
て
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
日
米
両
政
府
に
提
言
し

た
。
直
前
に
亡
く
な
っ
た
翁
長

雄
志
沖
縄
県
知
事
の
訴
え
を
受

け
て
、
2
年
近
く
で
ま
と
め
た

も
の
だ
。
C
V
2
2
の
横
田
配
備
に
よ

り
、
騒
音
の
被
害
は
拡
大
し
、

首
都
圏
は
墜
落
の
恐
怖
に
さ
ら

さ
れ
る
。
日
本
政
府
は
指
を
く

わ
え
て
見
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
非
常
識
な
訓
練
に
は
強
く

抗
議
し
、
中
止
を
求
め
る
一
方
、

日
米
地
位
協
定
見
直
し
の
た
め

の
対
米
交
渉
に
乗
り
出
す
好
機

と
と
ら
え
、
具
体
的
に
行
動
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。

9
月
1
5
、
1
6
日
の
2
日
間
、

横
田
基
地
で
日
米
友
好
祭
が
あ

り
、
初
め
て
C
V
2
2
が
一
般
公

開
さ
れ
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
モ

ー
ド
の
飛
行
が
実
施
さ
れ
、
曇

天
の
中
を
濃
い
灰
色
の
機
体
が

低
高
度
で
ユ
ラ
ユ
ラ
と
浮
遊
す

る
。
そ
の
情
景
を
ひ
と
言
で
言

い
現
せ
ば
「
不
安
」
で
あ
る
。

は
ん
だ
　
し
げ
る
・
『
東
京
新
聞
』
論
説

兼
編
集
委
烏
猫
協
大
学
非
常
勤
講
師
。
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